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東ドイツ社会主義の挫折と今日の状況
ロルフ・ヘッカー尼寺義弘　（訳）
　ロルフ・ヘッカー教授はベルリン・ブランデンブル
ク科学アカデミー会貝であり，国際交流基金0apa皿
Fo㎜dati㎝）により来日され，東北大学で研究を続け
られている。関西を訪問される機会に，ユ994年ユ0月ユ7日，
阪南大学では上記のテーマで請演して頂いた。その前
日はドイッ統一後第2回目の総選挙が行われており，
開票の結果が判明し始めるという事態のなかで請演は
行われた。講演の原題は以下の通りである。
　Prof．Dr．Rolf　Hecker：Einige　Probleme　des　Scheitems
des　Sozialismus　und　die　gegenw自rtige　Sitmtion　in
Ostdeutschland　vor　den　Bundestagswahlen　am16．0kto－
ber．
　著者の「まえおき」でも少し触れているように教授
はDDRI〕の一人の市民として，一人の研究者として真
蟄な生を送られている。ドイツ統一後，DDRの一人の
学者がどのように自分白身をみつめ，そして社会や国
家をみつめているのか，興味のあることである。統一
について西側の報道につねに接している日本で，こう
した東側の人問の卒直な見方も今後のドイツの，そし
てヨーロッパの動きをみるうえで参考となると思われ
る。
　なお本文の一部および注は著者との問答の結果を訳
者がまとめ理解を容易にしたものである（訳者）。
まえおき
　私は1953年DDRのライプツィヒで生まれた。
私はかくしてDDRの息子であり，この国で育
ち，学校へ行き，大学入学資格を得た。1972年
私はSED？の党員となった。1972年から1980年
までモスクワ国立ロモノソフ大学経済学部で研
究に励んだ。1980年に私は当時のSEDの中央
委員会附属マルクス・レーニン主義研究所のマ
ルクス・エンゲルスの研究者および編者として
活動を開始した。いわゆる転換期剖の直前に，
1989年の9月に労働運動史の教授となった。私
はマルクス・エンゲルス全集〈MEGA〉4〕の三
つの巻の編集に携わった。私はカール・マルク
スの価値理論や，『資本論』や，メガ編集の歴
史に関する約30点の論文を発表した。若干のも
のは日本語に翻訳されている。1984年以来，私
は日本のマルクス・エンゲルスの研究者たちと
定期的な結びつきをもっている。彼らは1989－
90年にメガ存続のためのマルクス・エンゲルス
研究の共同作業の結成のためにとても熱心に尽
力した，そうした人たちである。DDRの消滅
とそれに伴うマルクス・レーニン主義研究所の
消滅ののちに私達はまず第一にメガを引きつづ
き出版するための独自の財団ヨ〕を設立した。と
はいえそのためにPDS副によって用意された資
金が信託公社P）の党派委員会の手によって封鎖
されたのである。私は数ヵ月間失業することに
なったが，つねにメガの一層の研究に打ち込ん
でいた。1992年以来メガは，約30の他のプロジェ
クトと同様に，長期計画としてベルリン・ブラ
ンデンブルク科学アカデミーによって融資をう
けた。今年の5月より年末まで私はこのプロ
ジェクトで期限付きの職を得ている8）。この職
の選考にあたっては学問上の専門知識が顧慮さ
れたとはいえ，政治的な過去のこともまた勘案
された。私は私の過去を告白するにあたり，専
門知識にもとづいて引きつづき研究に従事する
ための証明をすることに心を砕いた。そのこと
について日本の国際交流基金によって融資され
た日本での研修ということが明らかに役立って
いる。私の滞在の目標は日本の研究者との長期
にわたる学問的な結びつきを発展させ，そして
1920－30年代の日本のマルクス・エンーゲルス研
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究者とロシアのメガ研究者’〕との交流の歴史に
ついてその調査に取りかかるということにあ
る。
　それゆえ私は前もってつぎのことを述べてお
きたい。私のこれからの論述は明らかにDDR
について言われていた社会主義の発展の道とい
うことによって刻み込まれた私の全く個人的な
見解の再現であるということである。
I　社会主義の挫折に関する若干の
　　思想
　当然のことであるが社会主義の歴史に関す
る，そして社会主義の挫折に関するすべての問
題についてはなお答えることはできない。多く
の人々はDDRで，1945年以降，新たな始まり
のために，すなわち国家社会主義の支配という
ひどい歳月の経験ののちに，より良い社会秩序
の建設のために尽力した。それゆえに社会的な
正義のための，人間の関心のある生産という目
標の決定のための，そして連帯と平和という共
同体のための努力をめぐる闘争という価値多い
経験もまたDDRの杜会主義の試みに属してい
た。DDR市民の経験に属することはつぎのと
おりであった。
　一失業の排除。
　一広範な貧困の克服。
　一社会保障制度。
　一教育と健康の制度および文化における機会
均等の高い水準。
　一婦人と青少年のための新しい権利と法。
　とはいえ一つの政党の支配要求が，社会のな
かでのその党の憲法に書かれた指導的役割が，
民主主義の制度のひどい佑喬を導き，この体制
の下では多くの市民はもはや共に担っていこう
としなかったしあるいはできなかった，という
ことが明らかとなった。しかしながら今日のド
イツの支配政党と同じ様にDDRをネ法去由象
として特徴づけ，数百万人の生活の歴史を侮辱
しようとは思わない。そのさい私は支配政党
SEDの非民主的なルールに対して根拠をもっ
て対抗し，そして排除や政治的な処分やあるい
は政治的な拘留をさえ受けねばならなかった人
たちすべてに敬意の念をもつのである。
　1．経済
　社会主義の挫折の原因の一つは，生産者に
とって実感できるほどの仕方で生産手段の所有
を社会化することの不可能性の増大にあった。
必要な経済上の実効性に達することができず，
それを経済的および政治的民主主義と結びつけ
ることができず，同様にそれを首尾一貫した環
境保護の方向づけと結びつけることができな
かった。生産技術上のそして技術体系上の更新
を高い程度で達成することができず，消費の率
は増大しているにもかかわらず蓄積の率はつね
にずっと減少していった。この不均衡がDDR
では数年来の住宅建築，健康制度，文化，杜会
的な安全のための支出が長期的な視野’からみて
経済的可能性をはるかに越えるという結果をも
たらしたのである。
　計画と市場の絶対的な対立は経済における自
己調整機構の欠除へと，そして経済の全体計画
化と官僚化へと導いたのである。
　2．社会政策
　社会政策の領域でいくつかの重要な歩みが
あったとはいえ，それは多くの政策（たとえば
諸都市の古い建築物の老朽化のなかでの住宅建
設）が，西ドイッからの消費の波（それは追求
するに値するほどのものではないが，多くの
DDRの人々にとって見本として役立っている）
を相殺するものではない，ということが確定さ
れなければならない。婦人の平等と経済的な独
立のためのいくつかの重要な歩みにもかかわら
ず男による支配という家父長制はけっして打撃
を与えられなかった。このいわゆる第二の給料
禦ωもすべての人々によって仕上げられねばな
らないということが十分明らかにはなっていな
かった。
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　3．民主主轟
　伝統的な権力の分立が拒否されていたので，
民主主義的な選挙制度の意義も拒否され，共同
決定権が宣言されたが，実現されることはまれ
であった。それは大部分は我が国の住民に対す
る不信から実現された誤れる国家保安政策を生
むこととなった。さらに司法による保護監督や
学問と文化の自由の侵害やマスメディアの操作
が加わったのである。
　4．イデオロギー
　マルクス・レーニン主義，マルクスやエンゲ
ルスやレーニンによって仕上げられた資本主義
的生産様式の批判，彼らの社会主義に対する社
会政治的な予測，それらはスターリン主義の影
響の下で20年代末以来，ます々々破られるべき
ものではないかさぶたのようなドグマとして悪
化していった。このドグマは党の組織を民主集
和’〕へと封じこめ，同様に党の理論的な仕事を
マルクス・レーニン主義の｝一層の発展”とい
うことに封じ込め，同様にマルクス主義の土壌
のうえで活動している別の選択の道も退けられ
た。
　5．歴史
　世界の社会主義の観念は圧倒的にソ連によっ
て決定されていた。しかしまさにこの国におい
て数十年にわたって社会主義建設の観念という
ものがスターリンの個人支配によって，窓意と
残酷さによってゆがめられた（この国では数百
万の死者がスターリンの支配のもとで黙殺さ
れ，犠牲者はためらいがちに名誉回復されたに
すぎない）。ソ連の社会主義のすべての誤りに
ついてDDRが貢を負わされることはない，と
はいえソ連共産党第20回大会（1956）から
SEDにおいてもドグマや公的な歴史の歩みを
打ち破るような必然の教訓は引き出されなかっ
た。そのことに代わってソ連の社会主義の建設
が聖化されて主張されたのである（もちろんス
ターリン主義によるドイツの犠牲者は黙殺され
たままであった）。
　6．冷戦
　とはいえ上述の諸問題については第二次大戦
後展開された世界政治の状況が忘れられてはな
らない。ソ連はファシズムの粉砕には本質的な
寄与を為した。戦後生まれた政治状況が多年に
わたって世界体制の対立のもとでの冷戦の政治
とドイッの分裂とを決定した。最初から（1917
年以来）社会主義の体制を創り出そうとする試
みはつぎのことによって妨げられていた。その
試みは発展した資本主義の工業諸国の周辺やそ
の外部で生まれたものであり，そして社会経済
的に，政治的に，文化的に遅れた国においては，
その試みはつねに資本主義世界によって脅威を
受けていた。SBZ’宮〕（ソ連占領地区一西ドイ
ツでの東ドイツの呼称）つまりDDRはソ連に
対して全ドイツの負う賠償金の96％を弁済しな
ければならなかった。1961年の国境の閉鎖まで
DDRに対してもつねに咄血死”’茗〕の試みが企
てられた。西側諸国の通商停止政策やそれに
よって呼び起こされたDDRの自給自足の努力
はDDRをRGW’4〕（経済相互援助協議会，コメ
コン）域外での国際的分業から一般に排除した。
とはいえ独自の資源に依存することなしには，
DDRは長期間やっていくことはできなかった。
　7．1989年の世界政治の状況
　1985年ゴルバチョフによって着手された社会
主義の民主化，杜会の公開，歴史の再生への方
向はDDRの多くの市民によって歓迎された。
それは社会主義社会を改革する好機とみられ
た。全体的な市民社会の形成へという彼の世界
政治の概念はしかし発展した資本主義の工業諸
国の強さと力の前に挫折せざるをえなかった。
必要となった軍事同盟の廃棄はソ連の産軍複合
体の衰退と最終の売り渡しへと導いていった。
意味のある軍事協定を策定することには成功し
なかった。
　DDRで組織された改革勢力は国家保安省の
陰謀的な捜査という手段によって弾圧された。
とはいえ変化を希求して突き進む人々の能力は
益々大きくなっていった。その表現が大きな大
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衆デモであり，それはもはや国家の管理の下に
はなかった。DDRの指導部はこの反対勢力に
対しても，そして大衆運動に対しても何の構想
ももたずに対立した。H古い考え方”では人々
の増大する諸問題を解決することはできなかっ
た。1989年5月の北京のデモ参加者に対する軍
事行動（そしてその場合多くの国々とは異なっ
て表明されたDDRの党と国家の指導部の同意）
はDDRの選挙結果の歪曲とダブるものであっ
た。社会主義諸国の一致した外交政策は1989年
の夏に最終的に互解していた。ハンガリーは国
境の解放を宣言した。ソ違は刊我が”衛星国を
新たな共同の改革政策へと導くことなく自立性
のままに放免した。個々の社会主義諸国の行動
はそれぞれ全く異なったものであった。DDR
の党と国家の指導部は年令に応じたかさぶたを
つけた状態にあり，それはけっしてDDRの変
化を約束するものではなかった。かくして1989
年11月9日に全く予期できなかったベルリン中
心部の国境解放という事態となった。歴史の歩
みはもはやあと戻りを許さなかったし，DDR
はとどまることなくBRD15〕へ加盟することを目
ざしていくこととなった。
　モドロウとデメジエールのH移行の政府”は
異なった仕方ではあるが，u秩序のある”，し
たがってけっして流血を伴うようなことのない
DDRのBRDへの移行のために尽力した。1990
年7月の通貨改革とともにDDRが加盟するた
めのあらゆる転轍器は設置された。SEDに由
来するPDSのあいだでも，さらに多くの反対
する諸集団のあいだでもこの加盟の仕方はドイ
ツの将来の発展にとって役立たないと考えた。
とはいえ最初の共通の総選挙ではドイツの東部
の住民の大多数は連邦首相コールの支配する政
党CDU’刮を選ぶ以外に何らの選択肢はないも
のとみていたことを教えている。しかし4年間
のあいだに多くのことが起こった。過剰な陶酔
は醒めてしまった，無である，資本主義では全
く何物も与えられることはない。
皿　統一5年目の東ドイツの状況
　東ドイツの住民は統一の結果を今やあらゆる
影響を受けとることによって感じとることがで
きた。とりわけ杜会問題は深刻である。ドイツ
の統一はとはいえまた全体の正義感，従来から
存在するすべての法律や規則を変化させた。政
治の，社会の，経済の，あるいは財政の問題に
ついて今日の状況とDDRの状況とを比較する
ことはできない。約1600万人の市民が学びなお
さなければならなかった。そのための帯助者も
ほとんどなかった。新たな市民運動が形成され
た。とくに年金生活者や子供を抱えたひとり暮
らしの婦人やDDRの法にもとづき適切な家賃
あるいは住宅の所有者さえもひどい打撃をうけ
た。連邦政府はそれが間違っているとわかつて
いながら権威ある法律を改めなかった。そのこ
とにつぎのことがあてはまる。財産の旧所有者
への補償あるいは再譲渡という法律，婦人の自
己決定にもとづく妊娠中絶可能な法，かつての
国家および党の機関の職員が何の刑法上の個人
的な有罪判決も受けていないにもかかわらず低
い年金を与えられ，そしてかつてのDDR市民
が社会のあらゆる分野で社会的および財政的に
不利に扱われる年金法。
　1．東ドイツの景気は下障か上昇か。信託公
　　　社
　すでにモドロウの政府によって信託公社制度
が命ぜられた。信託公社の課題はDDRの大工
業コンビナートの解体と経済的な自立性への完
全な転換ということにあった。信託公社の活動
はDDR経済の個人投資家のための公開市場へ
と益々拡大され形成されていった。今や連邦政
府自身も百年の課題について本質的に成功のづ
ちに解決されたと好んで語っているが，他方で
世論調査（Forsa）によれば質間された人の71％
がかつてのDDRの国有財産の私有化が余りに
速く行われすぎているという見解である。わず
か4年間のあいだに東ドイッの経済は発展途上
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国なみの水準にH縮ノ』・”してしまった。
　信託公社制度は連邦政府に責を負わされるこ
とのない政治経済上の諸決定の責任を引き受け
た。信託公社には明確な任務や構造的な経済政
策という使命が欠けていた。要求される急速な
私有化と必要な立て直しという二つの目標の衝
突は明示されていなかった。BRDの経済状態
へのDDRの秩序ある政策上の連結が要求され，
そのことからつぎの根本命題「私有化は建て直
しに優先する」が生まれた。その結果として企
業清算の総計は約6千億DM（Deutsche　Mark
ドイツマルク）であったが，2千7百億DM
という負債の山ができた。
　BRDの有力企業にとってDDRの経済は！」
口で食べつくすもの”であった。すなわち国立
銀行，保険制度，電力供給制度。BRDの市場
統率者は東ドイツの競争を阻止するために自分
の分け前を時宜を得て確保した。生産能力は，
しばしば財政上の補助金と結びついているが，
西ドイツ企業の85％に達した。ともかくそれに
は多くの企業のノウ・ハウが開示されたという
ことも伴っている。それは予期せぬほどの企業
スパイをはびこらせることとなった。
　それゆえ信託公社の活動の結果として表向き
は経済的に成り立たないという理由で数千の企
業の閉鎖ということをみなければならないこと
になる。その結果は東ドイツの異常に高い失業
ということであった。信託公守土の実際の活動に
おいて特定の優遇や情実や個人的な窓意や経済
犯罪が自由に行われる余地が生まれた。信託公
社の決定は訴えることはできない。東ドイツの
人々は信託公社の決定過程に一瞥を加えるとい
う現実の可能性をほとんどもたなかったし，そ
れ以上にその過程に参入する見込みというもの
をほとんどもたなかった。東ドイツの専門家の
もつ知識と技量は不遜にも軽んじられた。西ド
イッの会社と銀行の利益が優先的に保護され
た。
い失業にある。なかんずく基盤整備の進んでい
ない地域、地方の地域では失業はしばしば労働
能力ある住民の25％に達した。有給の“労働時
間短縮”や｝雇用確保措置”やあるいは早期の
年金つき退職のような労働政策的な措置さえも
この状況を隠すことはできない。環境上の欠陥
のために企業の閉鎖が多くの市民運動によって
要求されていた，そうした地域においてさえも
（たとえばビッターフェルト地域）高い失業に
直面してこの要求はあきらめのそれへと退いて
いった。住民のわずかな部分だけがその社会的
財産を確保しあるいはそれを増加させることに
成功した。東ドイツの多くの家族は社会的な補
助金で生きていかなければならない。
　ここで私はベルリンの市区の一つの例を挿入
したい。それはDDR時代に新都市（マルツァー
ン，ヘルスドルフ）として認められていた。と
いうのはとくに子供を抱えた多くの若い家族が
そこに故郷を見つけ出していたからである。今
や1582世帯，つまり6525人（約13万3千人のう
ち，したがって約5％）が，それにはユ千人の
子供たちが含まれ季が・社会扶助によって生活
しなければならないのである。そのことから低
い所得の家族の数はとくに多いことがわかる。
低い所得と高い所得という家族間の社会的な衝
突は益々増大し，それは第一に子供たち相互の
関係において表現される。子供たちのあいだで
は学校や自由時間のときに衝突が発生する。多
くの子供たちが映画や催しやクラスの旅行を断
念しなければならない。主要問題は今やこのベ
ルリン市区の長期の失業にある。ここでは問題
が暗示されているにすぎない。それゆえに若者
が極右の不法行為に加わり，たとえばロストッ
クやホイエルスヴェルダで外国人の労働者を強
制的に移住させるための寮が放火されても不思
議ではない。というのは父母たちが何の仕事も
得られず，社会から排除されてしまう過程が
益々強くなっているからである。
2．社会の状況1．失薫と貫困
東ドイツの主要問題の一つは平均をこえる高
3．掌間
わずか4年のあいだに40年間にわたって固め
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られた学問状況は変革された。その状況に古い
西ドイツのモデルが本質的にかぶせられた。誇
張するわけではないがDDRの学問の何らかの，
専門の観点からみても何らかの代表であった者
はすべて任をu解かれた”ということができる。
それはたぶん想像されたであろうようなマルク
ス・レーニン主義の教師たちだけではなくて，
国際的に認知された学者，すなわち医学者（エ
イズ，ガン，心臓の研究者），同様に自然科学
者（数学者，情報研究者，物理学者，生物学者
等々），考古学者，もちろん非凡な才能をもっ
た人文学者すべてにあてはまった。かつての科
学アカデミーの例はつぎのとおりである。昔は
約2万4千人いた研究者が，今では約1万1千
人しか科学アカデミー（必ずしもアカデミーだ
けではなくて，後継の機関も含めて）では働い
ていない，それも期限つきという事情にある者
を含めてのことである。総計でDDRの学者（年
金生活者と定年前退職者は計算に入らない）の
ほぼ％から％までが自分の職業から追放された
とみることができる。
　東ドイツの学問の再編成が“査定”によって
始まった。査定はドイッの学術審議会にゆだね
られていた。とはいえその審議会はDDRの研
究者の仕事についてはほとんど知らない西ドイ
ツの学者にもっぱら属していた。わずかな例外，
その中におそらくマルクス・エンゲルス全集の
プロジェクトも挙げることができる，その例外
にまで査定が偏見をともなって開始された。そ
の査定はしば々々苦情が出されているように査
定者の高慢とも結びついていた。昔のBRDで
挫折した若干の大学教師が東ドイツで教授の地
位を占めることに成功したことも言及されなけ
ればならない。とはいえ全体として価値の多い
知的な能力のある人を確保することに成功して
いないということが確定されなければならな
い。
皿　1994年10月16目の総選挙におけ
　　る政治状況
　今回の総選挙では約20の党やグループがドイ
ツ下院のほぼ656の議席を目ざして選挙運動を
展開した。何よりもまず現在の支配政党CDU
／CSU’刊とFDp旭〕，最大の野党SPD’畠〕，同じく
別の二つの党すなわち現在は党派としてではな
くグループとして連邦議会に代表を送っている
緑の党加）／同盟902’〕とPDSをあげることができ
る。しかし右翼の陣営からもu共和主義者”が
連邦議会に議席をもとうとして奮闘した。前回
の選挙では東西両ドイツの結果が区別して評価
され，そのことによって同盟90とPDSは議席
を得ることができた。だが今回は何の区別もな
されていない。とはいえ各党派は選挙闘争の戦
略を，なかんずくいくつかの州議会選挙におけ
るPDSの好結呆にもとづいて，とくに東ドイ
ツの有権者に向けて準備しなければならない，
ということを認識していた。とはいえそのこと
は唯一PDSが東ドイッの市民の利害に一貫し
て取り組んできたことを示している。
　1．何が選拳凹争のテーマであったか
　CDUはドイツの経済的発展をバラ色で描き
だし東ドイツの飛躍をたたえている。首相に対
する身内からの批判は抑え込まれ，“統一と団
結”（とにかくそれはSEDの支配の時代によく
知られているようにしばしば一つの言葉に集約
される）で行動した。同時に主たる反対者であ
るPDSに対してイデオロギーのキャンペーン
が行われた。コールは8月にPDSの党員に対
してH赤で塗られたナチ”という表現の仕方に
までエスカレートしていった。西ドイツでは数
十年にわたって左翼に対して反共主義という留
保条件が，まさに冷戦の思考のバターンがあお
られている。
　SPDの首相侯補者シャルピングはこれまで
のところコールに対して別の真の選択の道を真
実らしくみせることに成功していない。社会の
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民主的な流儀からいって労働と社会の正義は告
知されているとはいえ，SPDが400万人の街の
失業者を工場へ呼び戻そうとしているように，
労働と社会の正義とが権利であるとは誰も承知
してはいない。権カヘの志向が現在の政府の政
策に対して様々の譲歩へとSPDを導いた。
PDSの善戦はかえって政権交代を妨げるであ
ろうとみられている。主な反対者はPDSであ
り，二大政党は選挙戦においてPDSに反対し
て闘った。BRDの成立以来つねに連邦議会に
議席を占めていたFDPのチャンスはたえず小
さくなっている。FDPが自分自身を一’高額所
得者の党”と表明したのちに，有権者の信頼は
ますます減少していった。
　選挙戦というブルジョワ民主主義のこの機会
においてもいつも重要なテーマは除外されてい
る。そのテーマに失業の減少，社会保障，環境
問題（原子力の廃棄），連邦軍兵員の海外出動，
婦人の妊娠中絶に関する自己決定等々がある。
　2．PDSはどのような立幻を代表するか
　PDSが主張するテーマは新たな連邦各州の
多くの市民に関するものである。それにはつぎ
のことが属している。
　一連邦政府の信託公社政策の停止，東ドイツ
の経済構造の決定的な改造，かくして職場の創
造，それは失業補償を支払うのではなくて働き
場所に支払うことである。
　一支払可能な住宅の要求。家賃は1990年以来
東ドイッでは7－10倍に上がった。400万の住
宅が統一契約によって公共住宅の資格を保持す
ることができず，西ドイツの借家法にしたがっ
て個人の自由家賃住宅と同列にされた。
　一東ドイツの用益権と所宥権の確保，という
のは統一契約によれば東ドイツ市民のもつ財産
のH賠償以前の再譲渡”という原理が文言とし
てうたわれており，それが東ドイツ市民からの
大規模な財産没収を導いているからである。
　一H年金生活者刑法”の廃棄。10万人の東ド
イッの年金生活者がDDRの’’国家の縁者”と
判定され，低い年金を宣告されているからであ
る。
　さらにつぎの要求が重要である。
　一生産と交通の環境に配慮した改造。
一婦人の自己決定権の貫徹。
一人種差別に反対する啓蒙と立法。
　一根本的な軍備縮少と非軍事化。
　もちろんこれらのテーマとならんで種々の自
治体の問題，すなわち州の生活水準あるいは地
方自治体では有権者が自分の意志を決定するに
あたり重要な役割を演ずる地方自治の問題があ
る。
　3．1989年秋に生まれた市民口聰の役割につ
　　　いて
　東ドイッの住民の現実の利害に取り組む市民
運動（同盟90）は残念ながらうまくいかなかっ
た。DDRの過去および国家保安省との対決の
解明が問題となったときには，いつも同盟90の
異議によって国会活動が妨げられた。疑いもな
くそれは重要なテーマであるとはいえ，市民の
直接の心配や問題について言及するものではな
い。それゆえ同盟90は選抜された知的な層に限
られており，外部へと拡大していく力は乏し
かった。
　4．東ドイツではどのようなチャンスとカの
　　　関係があるのか
　半年前にはほとんど予想されなかったことで
あるが，新しい首相が再びコールであるという
可能性が開かれたように思われる。世論調査の
結果によれば彼は宥権者のポイントを先週さら
に上げたことである。すでにu影の内閣”を想
定しているSPDは，SPDがPDSの支持によっ
て少数政権を形成したいのではないか，という
非難に直面して何の反論する論拠ももっていな
い。SPDの支持者はこれを望んでいないし，
CDUとの大連立も望んでいないようにみえる。
政権を引き受けたいというシャルピングのス
ローガンは彼に何ものをももたらさない。こと
に多くの考え方は納得のいくものとは思われな
い。他のすべての政党は5％条項を越えること
東ドイツ社会主義の挫折と今日の状況
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ができるかどうか，あるいは直接選挙で3議席
得られるかどうかが心配である。FDPも，緑
の党も，同盟90も，PDSも，確実なものでは
ない。PDSは3人の有力な侯補者を東ベルリ
ン都市区に立てた。それには連邦議会のグルー
プの長で弁護士のグレゴール・ギジ，著名な著
述家でナチスの蛮行によって追害されたステ
ファン・ハイム，そしてモドロウ政権の最後の
経済大臣クリスタ・ルフトが属している。緑の
党／同盟90は今回は西ドイツの反対勢力の有権
者に再び強く期待しなければならない，という
のは彼らは東ドイッの最近の州議会選挙で議席
を失っており，部分的にはブランデンブルク州
のように議会に代表者がいないからである。連
邦議会には二大政党だけが入場するのではなく
て，少数政党も入場するということが期待され
る。というのは”変化は対立とともに始まる”
からである（PDS）。
　　　　　　　　　　注
1）　DDR：DeutscheDemokratischeRePublikドイツ民
　主共和国（1949－1990年），通称「東ドイッ」。
2）　　SED：Sozialistische　Einheiおpartei　Deutschlands
　　ドイッ社会主義統一党，旧東ドイッの政権政党。
3）　ヘッカー教授は1989隼の壁崩壊を「革命」とは
　言わないで，「転換」（Wende）あるいは「変化」
　　（Verander㎜g）という言葉を用いられる。
4）　明石博行・大谷禎之介他「シンポジウム『これ
　　までのメガとこれからのメガーマルクス・エン
　ゲルス全集（メガ）の編集・刊行方針をめぐって
　一』」，『駒沢大学経営学部研究紀要」第23号，
　1992年。
5）　　Jorge皿Roj…ihn：Und　sie　bewegt　sich　doch！Die
　Fortsetzung　der　Arbeit　an　der　MEGA　unter　dem
　Schirm　der1MES．1n1MEGA　Studien．1994／1．
　Hrsg－von　der1ntemationalen　Marx－Engels－Stiftung－
　Dietz　Verlag　Berlin1994，
6）　PDS：Partei　des　Demokratischen　Sozialismus民主
　社会党，SEDの後身と言われる。
7）　「信託公社」（Treuhand）は人民所有資産を管理
　　しそれを民問に売却する権限をもつ機関であり，
　私有化＜民営化〉を’すすめている。百済勇『ドイ
　　ツの民営化』共同通信社，1993年，参照。
8）　かつてのDDRの時代にマルクス・レーニン主義
　研究所にいたメガの研究者は85名を擁したが，現
　　在ではこのプロジェクトの7名にすぎない。
9）　マルクス・エンゲルスの著作の日本での出版に
　　ついて，河上肇・高野岩三郎・櫛田民蔵などとモ
　　スクワの当時のマルクス・エンゲルス研究所所長
　　であったD．B．リヤザノフとのあいだで，1927年よ
　　り1929年にかけて交わされた手紙がモスクワの「現
　　代史の記録文書の保管と調査のためのロシアセン
　　ター」（旧「党中央文書庫」）で新たにヘヅカー教
　　授によって発見されている。
10）　「第二の給料袋」とは，DDRの時代にたとえば
　　食料品や衣料品などの生活必需晶や家賃などが安
　　く，婦人の地位や社会保障がある程度確保されて
　　いることを意味する。それは自分の職場で直接手
　　にする給秤挙になぞらえて言われる。
11）　「民主集中」とは上意下達の官僚政治を意味する。
12）　　SBZ：Sowjetische　Besatzungszone
13）　HAusblutu㎎”：壁の構築以前に学者や医者や技術
　　者などが多く西ドイッヘ移住し，東ドイッの人的
　　な基盤整備が欠如していったことなどを指す。
14）　RGW＝Rat他r　Gegenseihge　Wirtschaftshi1fe
15）　BRD：Bmdesrepublik　Deutschlmdドイッ漣邦共
　　和国（1949年より今日まで）。通称「西ドイツ」。
　　統一後もこの名称によって全ドイツを表わしている。
16）　CDU1Christlich・DemokratischeUnionキリスト
　　教民主同盟，1945年創立されたドイツ最大の保守
　　政党。
I7）　CSU：Ch．istlich－So．iale　Uni㎝キリスト教社会同
　　盟，1945年に創立されたバイエルンの政党，CDU
　　とほほ主張を同じくし，国会活動も共同で行って
　　いる。
18）　FDP＝F．eie　Demok．atische　Partei自由民主党，自
　　由主義的な諸政党が集まって1945年に結成された
　　政党。少数議席ながらつねにキャステイングボー
　　トを握っている。
19）　　SPD＝Sozialdemokratische　Partei　Deutsch1…mdsド
　　イッ社会民主党，1869年に成立し，ナチ政府に弾
　 圧解体されたのち，1945年に再建された。最大野
　　党である。
20）　「緑の党」die　Gr伽e，1980年設立，環境保護，
　　反核，平和，女性解放などを訴える政党。
21）　「同盟90」B衙ndnis90，東ドイッの民主化を推進
　　した種々のグループすなわち「新フォーラム」，
　　「民主主義を今」，「平和と人権イニシアティヴ」
　　の三団体の市民運動グループからなる。
　　　　　　　　　　〔付肥〕
　本稿は阪南大学産業経済研究所共同研究「H豊かさ”
とは何か，についての国際比較研究」の成果報告の一
部である。
　　　　　　　　　　　　　（1994年10月31日受理）
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